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～Bionの 集団理論 に基づ く実験 的研究 ～

野 村 達 也

1.問 題

本研究は、グループにおける文化の誕生 に関する研究であり、Bionの 集

団理論に基づいている。その理論の中でも 「グループ文化」という概念に焦

点を当て、グループにおける文化の発生についての臨床的な仮説を実証的に

検証する事を目的としている。

そこでまず、各分野における文化の概念について整理 してい くことにする。

文化人類学における文化の捉え方にはいくつかの種類があり、第1の ものは

包括的な捉え方である。文化は、特定の社会の人々によって習得 され、共有

され、伝達される行動様式ないし生活様式の体系という意味に使われてきた

ことが多い。第2は 文化を自然環境に対する適応の体系としてみる捉え方で

ある。第3は 、文化を適応体系 として見る見解 とは対照的に、文化を観念体

系 として捉 える立場でしる。第4は 、文化を象徴体系として捉 える立場であ

る。

社会学において文化とは、「自然」一 「人間」一 「社会」の象徴化形態の

ことである。また、文化は1つ の体系一意味の体系である。例をあげると、

欲求というような人間の法則的作用に対し、環境はそれ自体の法則で抵抗す

るが、この両者の間の緊張から人の工夫、考察 した意味体系が成立するので

ある。
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精 神 分析学 において、Freud(1930)は 、 文化 とは人間の生活 と動物 的な

生活 とを区別す る 一切 の文物 な らびに制度の総体で、 自然か ら人間 を守 るこ

とと人間相 亘の関係 を規制す ることとい う2つ の 目的に奉仕す ると考 え、同

時に人々が 文化について不満や居心地 の悪 さな どの否定的感情 を抱いてい る

ことに注 目 した。そ して、Freudの 文化 による欲圧 とその個人起 源説 を受 け

継 ぎ、文 化や 社 会 に対 す る反抗 と解 放 の 可能性 を積極 的 に考 えるReich

(1933)やMarcuse(1956)ら は 、性や エ ロスの 力に社 会体制の変革 の推進

力 を期待 し、その 考えは1960年 代 に社会運動 と連動 したこ とが ある。 また、

Winnicott(1971)に よ ると、文化 とは現実検 討や現実受容 を強 い られ る 日

常生活で提 供 されてい る内 と外 との間の休息地で あるとい う。

そ して、Bion(1961)は 文化 をグルー プの 中で取 り扱 った。Bionに よれ

ば 「グル ープ文化」 とは、「ある 与えれれた時点 にけおけ る集団の獲 得 した

構造、それが追求す る仕 事、ない しそれが選択 した組織 とい ったもの が含ま

れ る」のであ る。つ まり、 グループ内において見 られ るル ール、 リーダーシ

ップ、グルー プ構造な どの ことであ る。

この ように文化に関す る概 念には様々な ものが あるが、本研究で取 り扱 う

文化の発生 とグルー プに関す る研究はほ とん どなされてい ない。 しか し本研

究の 主 とな るBion(1961)の 集 団理 論の 中で、彼 は次 の よ うな ことを述 べ

てい る。 「グル ープ文化 とは 、個 人の欲望 とグル ープ心性 の葛藤の 関数で あ

る。」 また 、グル ープ文化 はその時 支配的 な基底 的想 定 を反映 してい る。 そ

して グル ープは、 グル ープ文化 を用いて、 グル ープ心性の表現方法 を変 えた

りあるいは弱 めた りす ると同時に個 人の抵抗 を減少 させ ようとす る。 これ ら

の理論 は、Bionの 臨 床仮 説に よる もので あるため実 証的 に検 証す る必 要が

ある。

しか しな が らこの グル ー プ文化 とい う概 念は 、Bionの 集 団理 論 とい う枠

組みの 中 に位置 づ け られ てい るので、理解 す るために はBionの 集 団理 論の

基本的な概念の理 解が必要 とな って くる。 したが って、次 にこれ らの概念 を
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説 明 してい くことにす る。

Bionに よ る と、 グル ーフQが1つ の課せ られ た仕 事 をや り通 そ うとす る時

に、2つ の方 向が生 じるとい う。1つ は共 同でその仕事 に取 り組 む方向(作

動 グル ープ)で あ り、もう1つ は、同 じ感情 を共有 する ことによ り仕 事を妨

げる方向(基 底的想定 グル ーフ.)で あ る。

作動 グル ープと して機 能 してい るグル ープで は、グル ープの メ ンバ ーが基

本的な作業に よって結ばれ、それに沿 って行動す る。 そ して 、その作業 を遂

行す るためには、 メンバーそれぞれの能力に応 じた協力が不可欠 となる。 ま

た、その作業 に向け られたグループの活動 は、現実 との関連 を持 ち、作業遂

行のために合理 的かつ科学 的な方法を用い る。そのため、活動の現実的側面

としての 「時 間」 と 「発達」 は常 に重視 されている。

一方
、基底的想定 グループは、グループグループにおいて生 じる、恐 れや

不安 といった苦痛 を回避す るために、情緒的衝動 の特性 を持 った精神 活動 に

よって作業実行 を妨 げる機能 を持つ。 そ して、基底 的想定 は、幻想 的である

が 、その メンバ ーにとっては、現実的で合理的で あるという認識 がある。

さらにBion(1961)は 彼 自身のグループ経験に基づいて、3つ の異 なった

基底的想定 を述べ た。1つ 目は依存基底 的想定 であ る。 このグル ープで は、

グループ 自身は未成 熟で助 け を必要 とす る無力な存在で あり、故 に自身 だけ

では何 もで きない 「かの様 に」振 る舞い、そ して、 グル ープの欲求 を満 た し

て くれるであろ うリー ダーに絶 対的に依 存 し、その リー ダーだ けが全知全能

である とい うよ うな幻想 を抱 いてい る。2つ 目は闘争/逃 避基底 的想 定であ

る。 この グル ープは、攻撃すべ きあるいは避 けるべ き敵 を内部か外部につ く

る。 そ して リーダーは、その敵 と闘 うか、 もしくはその敵 か ら逃 げ るよ うグ

ル ープを動 員 し、指示 を与 える能 力 を持つ ことので きる人物 である。3つ 目

はつ がい基底 敵想定 で ある。 この グル ープは、未 だ生 まれてい ない、何 か

(救 世主的)の 誕生 に対す る希望 と期待 に特徴付 け られ る。 そ してその救世

主待望はつがいに託 され、 グループはそのつがい に期待 をか ける。
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そ して 、グル ープをこれ らの 基底的想定 グル ープに…致 させ る機能 と して

グループ心性 がある。 グル ープ心性 とは、人々が1つ の グル ープ として集 ま

る ときに起 こる集合的心的活動 であ り、グループの 一一致 した意志 の表現 であ

る、そ して、その意志 には個 人が無意識 的に貢献 するJ

li述 した よ うなBionの 理 論に基づ いて 、次 の よ うな仮 説 を立て た。仮 説

は 、1)「 グル ープに 葛藤 が生 じた とき、グルー プ文化欲 求は高 まるで あろ

う」、2)「 依 存基底的想定 グループが 支配的 な ときは、依 存的な 文化 を最 も

要求す るで あろう。」、3)「 闘 争/逃 避 基底 的想定 グルー プが支配 的な とき

は、闘争/逃 避的 な文化 を最 も要 求す るで あろ う。」、4)「 つ がい基底的想

定 が支配的な ときは、つがい的 な文化 を最 も欲求す るで あろう。」 とい うも

の である。

これ らの仮 説を検 討す るために以 下の実験 を行った。

H.実 験 方 法

被験 者は、 ランダムに選 山 した本 大学生169名 で あ り、1グ ル ープ6名 の

計32グ ル ープで構成 し、その うち21グ ル ーフoはグル ープ内 に葛藤 を引 き起 こ

すサ クラ1名 、被験 者5名 の実験群 と した。 そ して 、残 りの11グ ル ープが被

験 者6名 の統制群で ある。

本実験の タスクは、今、自分達の町 に原子 力発電所の建設 計画 があ り、そ

れにつ いてメ ンバ ー全員で話 し合い、グループと して賛成 か反対かはっ きり

とした結 論を1つ 幽す ことであった。

タスクは2つ に分かれてお り、最初 の20分 間 が、話 し合いの時間、そ して

後 半の10分 間 が最終 決定の時間 と設定 されてお り、質問紙の記人は話 し合い

終r時 と、 タスク終r時 の2回 行 われた。2回 と も同 じ質問紙 であ る。質問

紙 には2樋 類の尺度 を試用 してい る。1つ 目はグループ文化欲求 尺度 であ り、

2つUは 基底的想定 グループQ-sortで あ る,、
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皿.結 果 と考 察

まず最初に第1仮 説の検証である。そのために2種 類ある質問紙の うち、

グループ文化欲求度を測る質問紙の分析を行った。まずこの質問紙の信頼性

を調べるためにCronbachalphaを 求めた。その結果、この質問紙の妥当性が

確認された。また、因子分析を行って得られた因子を、実験群において話 し

合い終了時とタスク終了時で比較するために、対応のある標本のt検 定を

行った。その結果、全ての因子において、有意な差があり、また、グループ

文化欲求度は作業終了時の方が高かった。これら2つ の因子においては、グ

ループ文化欲求度は作業終 」時の方が低かった。また、他の因子グループに

おいては有意な差がなかった。次に、グループ文化欲求の側面をタスク終r

時の実験群 と統制群 とで比較するためにt検 定を行った。実験群 と統制群

の比較であるが、5つ の因子全てにおいて実験群の方が高い数値 を示 した。

これらの結果から第1仮 説は検証 されたと考えられる。

次に、第2、3、4仮 説の検証である。そのためにまず、基底的想定を測

る質問紙の信頼性を調べるためにCronbachalphaを 求めた。その結果、この

質問紙の妥当性が確認 された。そして、因子分析によって抽出された因子を

もとに、グループ文化の内容をその時支配的な基底的想定グループ(闘 争/

逃避、つがい、依存)毎 に比較するために分散分析 を行った。その結果 「依

存の文化」の項目においては有意な_1.が得 られ、依存基底的想定グループが

最 も高い数値であった。「闘争/逃 避の文化」においても有意な羊が得られ、

闘争/逃 避基底的想定グループが最 も高い数値であった。「つがいの文化」

においても有意な茎が得 られ、つがい基底的想定グルーフ.が最 も高い数値で

あった。これ らの結果か ら、第2仮 説、第3仮 説、第4仮 説についても検証

されたといえる。

また、これらのことからの展開として、グループ文化の発生はその個人の欲

求とグループ心性との間に葛藤が生 じたときに起 こるのであり、その時支配的

な基底的想定グループがグループ文化の内容に反映 されていることが分かる。
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